
― まるで音楽のような人生

揖斐 暁美 ibi akemi

南葉山在住。幼少期よリピアノを学び、

音大ではビアノを専攻。現在、自宅に

てピアノ指導を行う。ご主人の転勤に

より、ドイツでの生活を経験。現地でも

ビアノのま旨導を行う。

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
た
暁
美
さ
ん

を
語
る
中
で
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が

ド
イ
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の
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好
奇
心
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盛
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暁
美
さ
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感
性
は
、
ド
イ
ツ
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の
生

活
を
タ
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グ
ポ
イ
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し
て
花
開

く
こ
と
と
な
る
の
「
ド
イ
ツ
で
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よ
く
家

に
招
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
初
対

面
で
も
快
く
居
間
に
通
し
て
く
だ
さ
る

の
で
す
。
引
っ
越
し
の
ご
挨
拶
に
伺
っ
た

近
所
の
お
宅
で
は
、
リ
ビ
ン
グ
に
チ
ェ
ン
バ

ロ
が
置
い
て
あ
り
、
私
は
大
興
奮
―
直
ぐ

に
バ
ツ
ハ
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Ｚ
フ
ン
ス
組
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を
演
奏
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の

日
を
き
っ
か
け
に
、
お
嬢
様
に
ビ
ア
ノ
を

教
え
る
こ
と
に
Ｌ^
そ
の
他
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も
数
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エ

ビ
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ー
ド
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。
た
ま
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ま
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た
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、
初
代
西
ド
イ
ツ
連
邦
首
相

ク
コ
ン
ラ
ー
ト
・ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
ク
の
孫
娘
さ

ん
，士〃
楽
家
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

後
幾
度
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な
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共
演
す
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。
帰
国
の
際
に
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両
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「
音
楽
は
私
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
切
な
も
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。
Ｈ
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ピ
ア
ノ
と
向
き
合

う
こ
と
は
勿
論
、
日
常
の
ひ
ら
め
き
や

感
性
、
そ
し
て
熟
成
す
る
時
間
。
自
然

と
触
れ
合
っ
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真
の
美
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の
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じ
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時
に
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た
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ド
イ
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湘
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秋
谷
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士
ム
術
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そ
の
料
理
を
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能
す
る
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あ
る
ド
イ
ツ

正
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派
の
伝
統
を
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承
す
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毎
年
リ
サ
イ
タ
ル
で
来
日
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に
過

密
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ス
ケ
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ュ
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縫
っ
て
夕
食
に
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れ
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私
は
す
べ
て
自
己
流
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で
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特
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な
料
理
の
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は
あ
り
ま
せ
ん
（）
い

い
し
て
下
さ
る
方
の
こ
と
を
思
い
浮
か

べ
庭
を
歩
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ｏ
い
る
う
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に
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で
イ

メ
ー
ジ
が
湧
い
て
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。
お
料
理
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ア
ー
ブ
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に
は
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花
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も
飾
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つ
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浮
か
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で
き
た
イ
メ
ー
ジ
を
カ
タ
チ
に

し
て
い
く
瞬
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。
無
性
に
ワ
ク
ワ
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し
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ま
う
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で
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何
事
に
も
喜
び
を
見
つ
け
人
生
を

楽
し
む
暁
美
さ
ん
の
周
り
に
は
、
自
然

と
笑
顔
が
集
ま
る
。
人
々
を
引
き
付
け

て
や
ま
な
い
そ
の
感
性
は
、
ひ
ら
め
き

や
感
動
を
種
と
し
て
大
き
な
花
を
咲

か
せ
、
ま
さ
に
音
楽
の
よ
う
に
心
地
よ

く
人
生
を
奏
で
る
。
　

曇̈
邸
か
おヽ

墾
零

桑
繭
鰈

置

Ｆ

〓

Aご主人がミラノに赴任中、家族でよく訪れたイタリア、コモの

染色工場で購入した生地を使って暁美さんが手作りしたワン

ピース.ま るで絵画のような絵柄が「イタリアこその美」を思わ

せる. Bフ ランスの友人宅の庭のマクノリアの落ち葉で作っ

た、暁美さんの独創的な秋のクランツとテーフルセッティング。
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